
（別紙３）

～ 2026年　2月　27日

（対象者数） 46 （回答者数） 25

～ 2026年　2月　27日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員で話し合い、より子ども達の成⾧に繋がることを模索し
ていきます。

2

送迎時など保護者と顔を会わせる時に、困りごとがあれば面
談を勧めていきたいと考えています。

3

利用児童の状態などを療育相談機関等と情報交換をしていき
たいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

帰りの車に児童を乗せる順番や手際、補助をしてもらう職員
の配置を再度検討する。

2

その日の利用児の特性などを考慮した活動を行なっていける
ようにしていきます。

3

子ども達が通所を楽しみにしてくれている。 常に子ども達が楽しんで過ごせるよう、プログラムが固定化し
ないようにしています。

面談希望の保護者がいれば迅速な対応を行なっている。 通常希望があれば面談を行なっていますが、面談のお知らせを
配布しております。

市町村との強固な連携を行なっている。 市町村主催の研修会などは時間が合えば極力参加をするように
しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

自宅が事業所から距離のある児童が多いため、最後に送る児童
の自宅に到着する時間がかなり遅くなる。

利用希望のある児童のことを考えると、多少の無理をしてしま
う傾向がある。

プログラムは固定化しないよう配慮を行なっていますが、児童
に人気のあるプログラムに偏ってしまう傾向がある。

意思表示の強い利用児童の意見に偏ってしまう傾向がある。

2026年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キッズポートらんど

○保護者評価実施期間 2026年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


